
ハードディスク（HD）製造工場の
省エネルギーへの取り組み

株式会社 レゾナック・ハードディスク

令和６年度エネルギー使用合理化シンポジウム
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1.  レゾナック・ハードディスクの概要
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レゾナック・ハードディスクの概要

千葉県市原市八幡海岸通5番の1

(株)レゾナック・ハードディスク（RHDC）市原工場
＊ハードディスク生産会社として2024年設立

会社名

所在地

敷地面積 約154,000m2

従業員数 従業員 約300名 、 協力企業殿を含めた総労働者数 約590名

Ｅ棟（2006年竣工当時）

ハードディスクの開発・生産
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製品紹介：ハードディスクドライブの用途と構造

ボイスコイルモーター

アルミ基板ガラス基板

【ハードディスク事業】

― 用途 ―

・データセンター用

・監視カメラ用

・PC用

・ゲーム機用

Etc…

生産開始

 30年

磁気ディスク
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製品紹介：ハードディスク_メディア製造

アルミ製

ガラス製

基板 メディア ハードディスクドライブ

RHDC

基板を購入し、各種工程を経て

磁気特性を持ったメディアを生産



7©Resonac Corporation All Rights Reserved.

クリーンルームでの生産

当社クリーンルームクリーン度はClass 4 ～ 6で管理しています。

1m3のクリーンルーム内に0.3マイクロｍのごみが

Class4：    1,020個以下

Class5：  10,200個以下

Class6：102,000個以下

1m

1m

1m

1m3

浮遊粒子

一般室内だと・・・

2億5千万個存在する！！

ハイレベルなクリーンルームを維持するためには、

① フィルターユニットでの ごみ除去（室内の空気循環）

② 外気をクリーンにして、一定の温湿度で室内に供給

 （室内気圧を外部気圧より高める）

③ 室内の温湿度を一定に維持

環境を維持するため多くの電力を消費
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2.  省エネルギーへの取り組み
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電力量の推移
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電力

使用量

市原工場 電力使用量推移（2010年度比）

東日本大震災

発生

徹底的省電力

プロジェクト

効率改善の

継続

Ｅ－Ｐｒｊ発足

プロセス解析による

機器の最適制御

聖域なき省電力への

取り組み
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電力の見える化（電力マップの作製）

効果：① 管理部署への削減要請 ⇒ 効果を見える化

②各フロアでの電力量比較

③消費量の多い機器に対し、優先度を設定
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用途別消費電力の把握

使用量が多い
設備へ重点的
に削減策展開

用途別消費電力
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集約事例：クリーンルームの統合

レゾナック

旧棟（研究開発棟）

機能強化＋作業効率向上

2F→1F、3Fへ移設
2Fクリーンルーム休止

旧棟

新棟

当初

３Ｆ クリーンルーム

２Ｆ クリーンルーム

１Ｆ クリーンルーム

クリーンルーム

クリーンルーム

クリーンルーム

削減効果：１,３７０ton-CO2／年

クリーンルーム

照明、空調停止

クリーンルーム

旧棟（研究開発棟）３フロアに分散していた研究開発設備に対し、機能強化，作業効率UPを目的として、

２フロアに統合することで、クリーンルーム維持動力を大きく削減した。
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効率化事例：フリークーリング

生

産

装

置
冷却水タンク

熱交換器

ターボ冷凍機冷水

１２℃

７℃

冷却塔

熱交換器

２３℃ →３０℃

「冷却塔」にて外気を利用して

冷却するシステムを構築

製造グループと協議し、冷却水温

を上げ、使用期間を延長

生産装置の温度上昇を防ぐための冷却用に外気を冷熱減とするフリークーリングシステムを導入。

ターボ冷凍機の負荷低減を図ると共に、製造グループの協力を得て冷却水温度を上げ、効果の最大化を行った。

①フリークーリング導入

削減効果：２６４ton-CO2／年

②冷却水温度 23℃ ⇒ 30℃化           

※年間利用期間４ヶ月延長

    削減効果：４４９ton-CO2／年
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建屋別だった冷水供給を、高効率の冷水供給設備を建屋間で併用とし、冷水製造電力を削減。

更に冷凍機の排熱利用を進め、蒸気使用量の削減を行った。

効率化事例：冷水供給設備の省エネ

新棟

旧棟

旧棟

新棟

6000RT

氷蓄熱 空冷チラー80RT×18台

ターボ冷凍機（1階）1000RT×3台
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119RT空冷チラー
　*18台 1000RTターボ

冷凍機*3台

各棟別に冷水

を供給

冷水

6000RT 旧棟 新棟
氷蓄熱

当初

旧棟用に建設されていた氷蓄熱設備冷水を新棟へも供給することで、昼間電力を削減し、電力平準化を図った。

ステップ１：建屋間の冷水併用化①

80RT空冷チラーステップ１
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新棟の高効率なターボ冷凍機冷水を、旧棟へも供給。

旧棟の低効率な空冷チラーを停止し、電力及び、空冷チラーメンテナンス費用の削減を図った。

ステップ２：建屋間の冷水併用化②

119RT空冷チラー
　*18台 1000RTターボ

冷凍機*3台

各棟別に冷水

を供給

冷水

6000RT 旧棟 新棟
氷蓄熱

当初

80RT空冷チラーステップ２

削減効果：５３５ton-CO2／年
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119RT空冷チラー
　*18台 1000RTターボ

冷凍機*3台

各棟別に冷水

を供給

冷水

6000RT 旧棟 新棟
氷蓄熱

当初
ステップ３

ターボ冷凍機冷却水から排熱を回収し、新棟の空調（外調機予熱、再熱）及び、純水原水用の工業用水加温

に使用し、加温用蒸気使用量の削減を図った。

ステップ３：ターボ冷凍機の排熱回収

排熱回収利用

（空調、純水原水加温）

冷却塔
削減効果：２２７ton-CO2／年
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ターボ冷凍機１台を、600RTインバーター機に入れ替え。部分負荷対応として、更なる効率アップを図った。

ステップ４：ターボ冷凍機（インバーター搭載）導入

119RT空冷チラー
　*18台 1000RTターボ

冷凍機*3台

各棟別に冷水

を供給

冷水

6000RT 旧棟 新棟
氷蓄熱

当初
ステップ２
新棟冷水を旧棟
でも利用
⇒効率アップ
空冷チラー停止

ステップ３ 600RT×1

1000RT×2

排熱回収利用

（空調、純水原水加温）

冷却塔

ステップ４

削減効果：３４３ton-CO2／年
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IT技術の導入により、ターボ冷凍機排熱の回収率アップ ⇒ 排熱利用先を旧棟の純水製造工程へ拡大。

ステップ５：ターボ冷凍機の排熱回収強化

119RT空冷チラー
　*18台 1000RTターボ

冷凍機*3台

各棟別に冷水

を供給

冷水

6000RT 旧棟 新棟
氷蓄熱

当初
ステップ４ 600RT×1

1000RT×2

純水全体への利用拡大

排熱回収利用

冷却塔

ステップ５

削減効果：２２７ton-CO2／年
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3.  カーボンニュートラルに向けた今後の取り組み
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カーボンニュートラルに向けての取り組み

電力削減、

2023年（10年比） 電力使用量 60%

省電力の今後

・市原の4倍以上のライン数を持つHD他拠点への展開

・来期以降の取り組み、

熱エネルギー（蒸気、都市ガス）削減、排熱回収の追求

・「2050年カーボンニュートラル」に向け、

2030年のGHG排出量削減目標 「2013年比30%削減」 の必達
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事業活動を通し社会の発展と環境負荷削減を両立させる為に、

今後も省エネルギー、コストダウンを追及し続けます。

今回、発表の機会をいただいた、

関係者の皆様にお礼申し上げます。
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